
 

 

 

 

 

 

 

身近な疑問 

社会における課題を 

科学的な考え方で解決しよう！ 
 

  
 

 

 

平日：月・火・水・金 放課後～18：00 

休日：必要に応じて活動 

活動場所：地学教室（3号館 3階） 

部員数：1年２名 ２年１名 

 

 

令和６年度 第４８回全国高等学校総合文化祭 自然科学部門ポスター発表の部に出場 

令和６年度 岐阜県自然科学系部活動研究発表・交流会に参加予定 

総合文化部 科学部門

どうして？ 
なんで？ 

アイザック・ニュートンは、リンゴが木から落ちるのを

見て、万有引力をひらめいたといわれています。 

科学部では、身近な疑問や社会における課題をみつけ、

解決すべく仮説を立て、それを検証するために実験を行な

い、その結果から解決の糸口を見つけていきます。 

研究で得られた成果は論文（レポート）にまとめ、コン

クールなどで発表します。 

学校祭では、科学体験ブースを設置。科学の面白さ、楽

しさを伝えています。 

活動日・活動場所・部員人数 

活動実績 


